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特 集 令和２年度水道事業
予算と事業計画

●小島地区に給水タンクを設置しました。 

水 道 事 業 最 南 端 の 

給水区域小島地区
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〔収益的収支〕

 収益的収支で収入の柱となる

給水収益（水道料金）は、家事

用や業務用の水量が低下する見

込みで、前年度に比べ 844 万 9

千円（3.1％）減の 2 億 6,090

万 6 千円、収入総額では 3.8％

減の2億8,664万8千円を見込

んでいます。 

また、収益的支出の総額は、

原水及び浄水費、減価償却費や

支払利息の減で、2億7,016万6

千円となり、前年度に比べ 147

万4千円(0.5％) の減です。 

この結果、収支差額は 1,648

万2千円の黒字となる見込みで

す(図１)。 

〔資本的収支〕 

 資本的収支は、収入総額が

5,578 万円で、前年度に比べ、

494 万円(9.7％)の増となって

います。 

主な収入の企業債が690万円

(14.9％)増の5,320万円。補償

金は 196 万円(43.2％)減の 258

万円となっています。 

支出総額は1億8,726万7千

円で、前年度に比べ 2,701 万 4

千円(12.6％)の減となっていま

す。主に、建設改良費が 1,313

万円減の4,579万円、メーター

設備費が 1,314 万 2 千円減の

4,613 万 8 千円、総係費が 709

万3千円減の1,026万9千円と

なっています。  

令和２年度の水道事業会計予算は３月に開かれた町議会第１回定

例会で可決されました。収益的収支の予算額は収入が2億 8,664 万

8千円で、前年度に比べ1,127万4千円の減、支出は2億7,016万6

千円で、前年度に比べ147万4千円の減となり、収支の差額は1,648

万2千円の黒字で前年度予算より低下する見込みとなっています。 

事業は、筑紫恋道路や床潭末広間道路の配水管整備のほか、メー

ター取替工事、上水道施設の更新に係る実施設計を予定しています。

令和２年度水道事業予算と事業計画 特 集 

予算の概要 

水道事業は地方公営企業
法が適用され、必要な経費
は水道料金で賄う独立採算
制が原則です。 
予算は料金収入や営業経

費などの経常活動に関する
｢収益的収支｣と施設整備な
どの投下資本に関する「資
本的収支」の２本立てとな
っています。 
水道事業予算とは上水道

事業予算のことです。 

給水収益 260,906

他会計補助金 10,847

長期前受金 14,476

その他 419収入 286,648千円

原水及び浄水費

70,557

配水及び給水費 10,213

総係費
42,842

減価償却費

118,579

資産減耗費

3,728

支払利息 19,462

消費税等
4,585

その他 200

支出 270,166千円

■図１ 収益的収支
水道水を作り、家庭などにお届けするための経費と財源 

◆企業会計のしくみ 
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●メーター設備事業 4,613万8千円（▲1,314

万2千円） 

水道メーター（量水器）の新設や有効期間が

満了するメーターの 

交換を行います。新 

設、交換あわせて 

535台（▲172台） 

※( )内は前年度当初比増減額で、▲は減 

企業債償還金は270万9千円

（3.5％）増の 8,105 万円です

(図２)。 

 資本的収支の不足額 1 億

3,148 万 7 千円は、当年度分損

益勘定留保資金1億783万1千

円、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額 965 万 6

千円、減債積立金600万円、建

設改良積立金800万円で補填す

ることとしています。 

 業務の予定量は、令和２年度

の水需要等の見通しを立てたも

のです。給水戸数は前年度に比 

べ1戸減の5,173戸で、年間総 

◆収益的収支
科目 説明

給 水 収 益 水道料金
原水及び浄水費 水を作る費用
配水及び給水費

受 託 工 事 費 受託工事に要する
費用

総 係 費

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費
◆資本的収支

科目 説明
企 業 債

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

【主な科目の説明】

水道施設整備のた
めの借入金
施設の建設･改良
に係る費用
借入金の元金の返
済額

水を各家庭等に配
る費用

人件費や事務費な
ど
水道施設等の資産
価値の目減り分を
費用計上したもの

借入金の利息の返
済額

減 価 償 却 費

配水量は35,398立方㍍（2.8％）

減の122万4,165立方㍍で、一

日平均給水量は 97 立方㍍

（2.8％）減の3,354立方㍍の見

込みです（表１） 

区　　分 単位 ２年度 元年度 増減 率(％)

給 水 戸 数 戸 5,173 5,174 ▲ 1 0.0

年 間 総 配 水 量  1,224,165 1,259,563 ▲ 35,398 ▲ 2.8

一日平均給水量  3,354 3,451 ▲ 97 ▲ 2.8

●配水管布設替等事業 3,426万円（1,264万円）

 筑紫恋道路や床潭末広間道路の配水管布設替

工事等を行います。 

●設備整備事業 1,153万円（▲2,577万円） 

取水ポンプ整備工事等を行います。 

●配水管更新実施設計委託業務 1,000万円 

配水管の耐震化に係る計画の策定を行いま

す。 

業務の予定量 

令和２年度の主な事業 

■図２ 資本的収支
水道施設を建設・改良するために必要な経費と財源

■表１ 業務の予定量

企業債 53,200

補償金
2,580

収入 55,780千円

建設改良費 45,790

総係費 10,269

メーター設備費

46,138

固定資産購入費 4,020

企業債償還金 81,050

支出 187,267千円
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●現在の小島の様子 

 小島は、周囲が豊富なコンブ

の漁場であり、古くからコンブ

漁が行われてきました。 

明治 30 年～40 年頃にはニシ

ン漁が盛んとなり 40 戸の世帯

が生活していましたが、現在は、

5月～10 月頃のコンブ漁の時期

に 4戸が小島に渡り漁を行って

います。 

▼４月１日から新規採用職員とし

て水道課業務係に配属となりまし

た波佐谷です。早くも４ヶ月が経

ちましたが、覚えることが多く、

まだまだ慣れない事務作業や初め

て経験する水道の閉開栓業務に悪

戦苦闘しています。少しでも早く

業務を覚え、町民の皆様の生活を

支えられるよう一生懸命取り組ん

でいきますので、よろしくお願い

します。（波佐谷） 

小島の給水タンク 

小島地区の水道供給は、床潭地区から小島地区へ約2.7kmの海底

に埋設した水道管を通じて給水を行っています。 

水道管整備は昭和47年に完成し、今年で48年が経過します。 

これまで海の悪条件（うねりなど）により水道管が切れ、度々漏

水が起きている状況です。 

このようなことから、切れた水道管を修理するまでの一定期間に

給水ができるよう、今年度小島地区に給水タンクの設置工事を行な

っています。 

給水タンクは１台 1000 リットルのものを４台設置しており、計

4000リットルを貯留でき、３～４日分に相当する水の確保が可能と

なり災害時にも有効な施設になります。 

この広報誌は、町のホームページでもご覧いただけます 。 

さんの生活を支えられるよう一生

懸命取り組んでいきますので、よ

ろしくお願いします。（髙畠） 

▼はじめまして、４月１日から新

規採用として水道課下水道施設係

に配属となりました髙畠です。水

道課に入って早４ヶ月が経ちまし

たが、まだまだ覚えることがたく

さんで学ぶことが多い毎日です。

水道事業については何もかもが初

めてで、新しいことを学ぶという

のは毎日が新鮮で楽しくやりがい

があります。一日でも早くより多

くの知識を身に付け、町民のみな

小島地区に設置した給水タンク 

令和２年８月１日から厚岸町

水道事業出納取扱金融機関は、大

地みらい信用金庫に変更します。 

役場派出所での水道料金等の

納入は、これまでと変わりなくで

きますので、引き続きご利用くだ

さい。 

厚岸町水道事業の出納取扱

金融機関が変わります 


